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い
。

　
メ
イ
ン
企
画
の
一
つ
は

「
特
別
座
談
会
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
」。
佐
々

木
重
人
学
長
を
は
じ
め
教
員

ら
が
専
修
大
学
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
語
る
。
学
生
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
事

例
を
交
え
、
自
分
ご
と
に
し

に
く
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
身
近
な

も
の
と
し
て
お
伝
え
す
る
。

　
も
う
一
つ
の
見
ど
こ
ろ
が

「
神
保
町
黒
門
ホ
ー
ル
寄

席
」。
校
友
の
桂
小
文
治
さ
ん

（
昭
55
商
）ら
に
よ
る
落
語
と

桂
小
す
み
さ
ん
に
よ
る
音
曲

を
、
江
戸
情
緒
が
残
る
神
田

神
保
町
か
ら
発
信
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
校
友
や
学
生

な
ど
に
よ
る
多
彩
な
企
画
で

大
学
の
様
子
を
お
伝
え
す

る
。
各
企
画
は
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
を
行
う
予
定
で
、

後
日
、
視
聴
す
る
こ
と
も
で

き
る
。

10
月
23
日
の
箱
根
駅
伝
予

選
会
を
前
に
、
育
友
会
の
全

国
の
支
部
か
ら
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
届
い
た
。

　「
進
め
専
修
！

今
年
も
箱

根
路
へ
」「
己
を
信
じ
チ
ー
ム

を
信
じ
チ
ー
ム
の
勝
利
を
つ

か
め
」
な
ど
本
選
出
場
に
向

け
た
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
、
支
部
出
身
の
選
手
の
名

前
を
大
き
く
書
き
「
悔
い
の

な
い
走
り
を
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
30
㌢
四
方

の
真
っ
白
な
ハ
ン
カ
チ
に
、

育
友
会
各
支
部
が
思
い
思
い

に
書
い
た
。
育
友
会
本
部
や

職
員
も
寄
せ
書
き
し
、
合
計

61
枚
の
ハ
ン
カ
チ
は
、
専
修

大
学
の
の
ぼ
り
旗
に
縫
い
付

け
、
予
選
会
前
に
陸
上
競
技

部
に
贈
呈
し
た
。

　
予
選
会
は
無
観
客
で
、
陸

上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
（
東

京
都
立
川
市
）
で
開
催
さ
れ

る
。

校
友
会
情
報

ア
ド
ニ
ス
97
号
刊
行

10
月
15
日
発
行
の
校
友
会

誌「
ア
ド
ニ
ス
97
号
」
で
は
、

７
月
に
行
わ
れ
た
校
友
会
定

時
総
会
２
０
２
１
に
つ
い
て

報
告
。
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
て
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
会
の
模
様
と
、
日
髙
義

博
理
事
長
の
講
演
概
要
を
掲

載
す
る
。

　「
わ
れ
ら
専
修
人
」
で
は
、

Ｊ
Ｒ
や
世
界
各
国
で
も
採
用

さ
れ
、数
々
の
賞
に
輝
く「
鉄

道
車
両
安
全
ガ
ラ
ス
」
を
開

発
し
た
、
東
邦
シ
ー
ト
フ
レ

ー
ム
㈱
ポ
リ
カ
事
業
推
進
部

部
長
の
鎌
鹿
智
教
さ
ん
（
昭

61
商
）
と
、
若
手
俳
優
の
登

竜
門
と
い
わ
れ
る
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
手
裏
剣
戦
隊
ニ
ン
ニ

ン
ジ
ャ
ー
」
に
ア
オ
ニ
ン
ジ

ャ
ー
と
し
て
出
演
し
、
現
在

は
舞
台
・
映
画
な
ど
で
幅
広

く
活
躍
す
る
俳
優
の
松
本
岳

さ
ん
（
平
29
経
済
）
が
登
場
。

現
在
の
仕
事
内
容
や
信
条
、

今
に
生
き
る
大
学
時
代
の
経

験
な
ど
を
う
か
が
っ
た
。
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　「
富
士
山
の
魅
力
の
７
割
は
五
合

目
よ
り
下
に
あ
る
」
と
話
し
、
富
士

山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企
画
、
提
供
し
て

い
る
。
特
に
岩
崎
さ
ん
が
推
奨
す
る

の
は
、
富
士
登
山
な
ら
ぬ
富
士
下

山
。
富
士
山
麓
に
は
多
様
な
生
態
系

が
広
が
り
、
富
士
山
信
仰
に
ま
つ
わ

る
史
跡
や
文
化
の
痕
跡
も
多
く
残

る
。
体
力
に
自
信
の
な
い
人
も
手
軽

に
楽
し
め
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
に

触
れ
る
こ
と
で
多
く
の
気
づ
き
を
得

ら
れ
る
。
そ
れ
が
五
合
目
よ
り
下
を

歩
く
〝
下
山
〞
の
魅
力
だ
。
最
近
で

は
苔こ

け

や
石
な
ど
に
特
化
し
た
テ
ー
マ

型
の
下
山
ツ
ア
ー
が
人
気
を
集
め

る
。

　
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
際
、

「
親
し
む
・
知
る
・
行
動
す
る
」
の

３
要
素
を
大
事
に
し
て
い
る
。
自
然

に
親
し
む
だ
け
の
ツ
ア
ー
で
は
「
楽

し
か
っ
た
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

例
え
ば
川
の
な
い
富
士
山
に
お
い

て
、
水
を
蓄
え
る
役
割
を
果
た
す
苔

は
小
さ
く
と
も
不
可
欠
な
存
在
。
そ

う
し
た
知
識
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
こ
と
で
、
自
然
の
大
切
さ
を
知

る
手
助
け
を
し
、「
水
を
大
事
に
使

う
」
な
ど
具
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ

て
も
ら
う
こ
と
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。

　
自
然
や
歴
史
・
文
化
の
保
全
に
寄

与
す
る
富
士
下
山
ツ
ア
ー
へ
の
評
価

は
高
く
、
２
０
１
８
年
に
は
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ア
ワ
ー
ド
で

「
倫
理
特
別
賞
」、
20
年
に
は
ス
ポ

ー
ツ
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
で

大
賞
に
あ
た
る
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ

ー
リ
ズ
ム
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
山
梨
県
市
川
三
郷
町
生
ま
れ
で
富

士
山
は
身
近
な
存
在
だ
っ
た
。
専
大

で
は
混
成
合
唱
団
カ
ッ
パ
コ
ー
ラ
ス

部
に
所
属
。
合
唱
に
加
え
て
、
友
人

と
バ
ン
ド
を
組
む
な
ど
広
く
音
楽
を

楽
し
ん
だ
。
卒
業
後
は
河
口
湖
の
ホ

テ
ル
に
勤
務
。
メ
イ
ン
バ
ー
や
カ
ク

テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
仕
事
に
面
白
さ

を
感
じ
て
い
た
が
、「
自
然
に
関
わ

る
仕
事
が
し
た
い
」
と
日
本
野
鳥
の

会
の
門
を
た
た
き
、
北
海
道
釧
路
湿

原
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
調
査
活
動
に
従

事
し
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
の
は
、
自

然
保
護
の
イ
ロ
ハ
と
普
及
活
動
の
重

要
性
だ
。

　
ガ
イ
ド
と
し
て
独
立
し
、「
富
士

山
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
ズ
」
を
運
営

す
る
現
在
、
自
然
の
魅
力
を
次
代
に

伝
え
広
め
て
い
く
た
め
に
、
子
ど
も

向
け
の
自
然
体
験
教
室
に
も
意
欲
的

に
取
り
組
む
。
そ
の
な
か
で
岩
崎
さ

ん
は
「
地
球
の
自
然
は
未
来
か
ら
の

借
り
物
。
大
切
に
扱
い
、
美
し
い
姿

の
ま
ま
返
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
語
り
か
け
て
い
る
。
都
会
育
ち
の

子
ど
も
が
自
然
体
験
を
通
じ
て
動
植

物
や
地
球
環
境
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
こ
と
も
多
く
、「
人
が
変
わ
る
瞬

間
に
立
ち
会
え
る
こ
と
が
、
こ
の
仕

事
の
や
り
が
い
」と
大
き
く
笑
っ
た
。

富士下山のすすめ 豊かな自然学ぶツアーを提供

岩
い わ

崎
さ き

仁
ひ と し

さん（平８経済）
富士山麓の魅力を伝える

　　　ネイチャーガイド

知
ら
な
き
ゃ
恥
ず
か
し
い
⁉

日
本
語
ド
リ
ル

上
田
ま
り
え

著

　
動
画
共
有
ア
プ
リ
「
Ｔ
ｉ

ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
」
で
人
気
の
『
上

田
ま
り
え
の
日
本
語
教
室
』

が
書
籍
化
さ
れ
た
。
著
者
の

上
田
ま
り
え
さ
ん
（
平
21

文
）
は
元
・
日
本
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
現
在
は
タ

レ
ン
ト
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
、
ラ
イ
タ
ー
と
、

〝
言
葉
の
プ
ロ
〞
と
し
て
マ

ル
チ
に
活
躍
す
る
。

　
ド
リ
ル
と
銘
打
た
れ
た
本

書
に
は
、「
他
人
事
は
『
ひ
と

ご
と
』『
た
に
ん
ご
と
』
？
」

「
雪
辱
を
『
果
た
す
』『
晴

ら
す
』
？
」
な
ど
、
読
み
間

違
い
の
多
い
言
葉
や
誤
っ
て

使
い
が
ち
な
表
現
が
ク
イ
ズ

形
式
で
１
０
０
問
収
録
さ
れ

て
い
る
。

　
教
養
本
に
あ
り
が
ち
な
堅

苦
し
さ
は
な
く
、
正
し
い
日

本
語
を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
点
が
大
き
な
魅
力
だ
。
各

章
末
に
は
軽
妙
な
コ
ラ
ム
も

添
え
ら
れ
、
読
み
物
と
し
て

も
楽
し
め
る
。

　「
身
だ
し
な
み
や
立
ち
居

振
る
舞
い
と
同
じ
で
、
言
葉

は
そ
の
人
を
表
現
す
る
方
法

の
ひ
と
つ
で
す
」（
本
書
よ

り
）
。
就
職
活
動
や
商
談
な

ど
大
事
な
場
面
で
正
し
い
日

本
語
を
ス
マ
ー
ト
に
使
い
こ

な
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、

そ
ん
な
願
い
に
応
え
て
く
れ

る
一
冊
だ
。

（
祥
伝
社
・
税
込
み
８
２
５

円
）

＜校友＞

　
卒
業
生
を
母
校
に
招
く

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」。

２
年
ぶ
り
の
今
年
は
、
初
の

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
、
11
月

３
日（
水
・
祝
）に
開
催
す
る
。

　
遠
方
で
な
か
な
か
母
校
に

来
る
こ
と
が
で
き
な
い
校
友

に
と
っ
て
、
気
軽
に
専
修
大

学
を
感
じ
る
機
会
。
特
設
サ

イ
ト
（
10
月
中
旬
オ
ー
プ
ン

予
定
）
か
ら
各
企
画
に
参
加

し
、〝
専
修
大
学
の
い
ま
〞

を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た ▲

特
設
サ
イ
ト

　
　
10
月
中
旬
オ
ー
プ
ン

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

11
／

３
（
水
・
祝
）

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　今年度も箱根駅伝予選会は無観客開催
となり、皆さまと一緒に直接現地で選手
を応援することは残念ながらできません。
　２年前の予選会では、育友会有志が現
地で応援しました。専修大学の選手たち
が目の前を走り過ぎる時の力強い足音
や、苦しそうな表情なのにスピードを緩
めない熱い走りに感動し、夢中で旗や応
援グッズを振り、声援を送りました。
　コロナ禍の今、選手の皆さんはいろい
ろな面で苦労しながらの練習だったと思
います。悔しい思いもたくさんしたこと
でしょう。その思いを全てぶつけて、箱
根路へとつなげてください。
　私たちはテレビの前での予選会応援と
なりますが、目を凝らし熱い声援を送り
ます。
　２年連続箱根駅伝本戦出場を強く願っ
ています。

育友会スポーツ応援推進委員会
　　　　　吉村信子委員長メッセージ

テレビの前から熱い声援を

「進め専修！今年も箱根路へ」

育友会が応援ハンカチ

支部ごとの応援メッセージが書かれたハンカチ

◆ 生田キャンパス見学会
　10月30日（土）は同日開催の鳳祭がオンライン開催
となるため、中止とします。
◆ 就職懇談会
　10月16日（土）は対面開催ではなくライブ配信に変
更となりました。10月下旬には育友会ホームページ
にてアーカイブ配信を行いますのでご視聴ください。

育
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇校友会座談会
　　「～コロナ禍での校友会活動～」
◇専修大学トピックス
◇コロナ禍のトレンド オンライン留学とは？
◇正規留学生による母国紹介
◇図書館秋の企画展
　　Beyond Borders 渋谷敦志写真展
◇大学史展示「専大スポーツの軌跡」
◇全学応援団による全国校友へのエール
　　「校歌・スター専修ほか」

★実施予定企画

★タイムスケジュール
10:00 10：00～10：30

10：30～12：00

11:00

12:00 12：00～13：00

13:00 13：00～14：00 13：10～14：40

14:00

15:00

開催のあいさつ

特別座談会
「SDGs 私たちにできること」

神保町
黒門ホール寄席

留学OB・OG座談会

図書館学生ボラン
ティアによる
ビブリオバトル


